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二本説明内は， TS-130Sタイブと TS-130Vタイプをあわぜて

J;見明しております。[ifljタイプで異なる点は，それぞれのタイプ

をH月示しております。共通の説明の表示はJii-に， TS← 130として

おけます。

“品質について円

お買い上げL、ただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産されて

おりますが，万 運搬中の事故などにともない，ご不審な箇所または破損

などのトラブJレがありましたら，お早自にお買い上げいただきました販売

庖または保証書に記載されているサービス窓口にあ、申しつけく t::さい。

また，アフターサービスのご依頼時や引越のさい，本機を梱包している

ダンボール箱(含梱包材)を使用しますと，大切な機器を保護するのに憧

利です。ダンボール箱は g 是非保管されておくことをおすすめします。
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より 3.5出P;1換λξ，')'01 .;; l人JI段できます。またI人JI'W)の 1不 7タ

特 長
卜独自の Pしし回路の採用とシングルコンパージョン機構

1. MHzパ /1 または 28MHzノ、 1.j) ¥ ι寸れかのドIXch'liiiii 江沢

することカ:;:-，ごきます。

14. 充実したインジケーター>，. :7 "/ 十持iJ)(:': ~ l l' 句

FET'ぐうンストヂイープミクサーのUUII‘RF，y，，1 F，y，へのMOSFET 

の事mにより。送・'交j，¥ス Yリアス1干刊， 2 i，¥りH'門がi費jれてい

1虫nの PLL[，，]路Hi則的ンング/し 7ンハ

ヵ、~)し、ごし、土VFO!制作と FIX動作を表，)、寸るイ/ンρ ケ タ

15.システム化された周辺機器

TS'130SI目安定化電源 (PS~30) ， TS~130V用安定化電源 (PS

20)，フレケンシーコン卜ロ ラー (DFC~230) 外部 VFO (VFO 

120) ，外部スビ句カー (SP~120) ， 1二一ピルマウント (MB100) 

Wフィルター(YK88C，YK~88CN) ， SSBナローフィルタ (YK 

88SN)等周辺機慌が川必、きれていますr

ますの

2，ディジタルディスプレイ内蔵

連1ll1，'，]波数を 100Hzれまで， 1)般に，行場に町':ChJ[Ulるテインタ

ノレティスプレイを内蔵 Lごいます t 独)')グ)J，'d波数楠成により，

ンドやモ ドを切符えても唱常に点;の問波数をJ!確に表小します。

3， IFシフト回路内蔵

詰寄にごイ史期に
グ)，凶 _ì~(~';I'J: J或告と下)'iI出(1'11二平事量方きせilH，;jI，iU、にすiJlII

を発f中寸る IF>ブ 1["I~持号|人11，主主 L てい tJ

IF可ブイ Yレタ

な2 .. 
2.1 付属品について

TS-130には;大グ)HMr¥i，カ子あります

4. WARC新"ンドを装備

WARC-Gて、誕'1三した10，18， 24.5MHz ハンドを含む 80~10m

のア 7 チュアパン卜を 7ルカバーしていますれ

1 

Jiji甘かダ)< t二;::.'"、

TS 130Sタイプ

~)(1& ，，)，~1別 rl!

TS~130V タイゾ

..・・ 1 Jfx.t& ，S[ 11]) ，I} 

5. 2信号特性の改善

7口ン卜エン卜の[口l路素 fや受1d系全体の段通なレヘノレ配分に

よりヰUJi変調および感度tf[JfF守の 2じり特什:rtrJ卜AをJ丘;J<!， t.二[u]路
一 1

1 7. / 

{米日lhヰ

力スピ

。 1

. 1 日ノ〈 ラ 7 

{米1)11:I I ~ 

力スビ

7 ・ ・守宅 1

ヒュ ス (4A) ム 1

2.2 設蟹場所について
TS 130 は lfl 射日光を(~け，位倣したI1t~ j[主 I (j) 土ぃJ品川iqJJJぢ

ヒノL泣i)jJ11¥ 1二IJJjy:全共lこ[よ角二うよ (L/~ ， !， た

切

a-A

ト
ト
l

一 1ズ(20A)

7P DIN 7 

DC '，lliJ以 7

ヒ 1

7P D1N':/ラ 7 ・ー 1

-
U
A
 

DC'，ι泌l~J 

6. RF ATT内蔵

強力な f~~; -~J- を'支'いする士持 fTや， jll:擁した強凡な妨答倍サからRF

アンープペコミキサーを{単:Ij聾するk!120dBのアソテネーーターを内j哉し

ていま仁村にILt変調ペコプ口ソ者ンクの防 11に効…来があります。

受信時のナロワイド切替え

オフ。ンヨン σ)S SB IIJ ~t- 口

設計ですロ

一一-し
f 仁ロえまたモく丈了きし¥、ノイルター YK88SNとCWHl7 ィ

7. 

;汗していただくようお闘い、 LJ '4 

TS130S タイプは，フ γ イナノレ r~-rj からの発給与;が事いため ìA}L)主険

H1r庁三グ〕ブ f ンカ汁付f議きれており土寸い -; '(ナル行[¥(/)1，世tltuI t二;ムキん

にごii.iJくださレ、。

2.3 アマチュアパンドについて
H F ();I，! ~j主) ';í~ における γ~~，~パア、:. i'" ;/l1'R1 

ノレター YK~88C えは YK~88CN のどちらかを ifllJII ~9 ることにより

SSBとCWの作モ ドで，それぞれブイノレターをナロ ，ワイ l

lこむリf与えることカ〈できます。

B.スピーチプロセッサー内蔵

ラィオコンブレッションと ALCの時定数を["j11与に切符える

λ ピ チブロピソサ を内縁" (i:i'tの劣化か少ない口セソサ

オ

ィふえれ:ベツt::1 ム

てい土 jグ)ょう 1-な

て γ/1- 'r' /、〆!また噌.JARL(!l本ア~<' -1- γ無線J:fl!.l，{} 
d功11となっていますυ

事. SSBモード自動切替え

五 日 J~ (キ;機ノdめ{i-お討/ノ\ン!を ;Ml:.i~ してい 1ノ ノ守

J 

ノ、ン J，';j 減数範1111(MHz) cwノ、〆 (MHz) 7 1 -ハ/ド (MHz)
3.5MHdii' 3.500- 3.575 3.500 3.525 3.525 3 575 

3，8MHz，;n 3.793~ 3.802 3，793- 3.802 3守793 3.802 

7MHz稽 7.000 - 7，100 7.000 7.030 7.030 7.100 

14MHz惜 14.000~14.350 14 . 000 ' 14. 100 14.100 14.350 

21MHdii 21.000-21.450 21. 000 -21.150 21.150 21 450 

28MHz幣 28. 000 ~ 29.700 28.000'" 28.200 28.200 29.700 

JjJ-jるJLJfT(止、 Yレーノしに{札ってj'<s11] うわる J う J〉原~j Iいし、仕!

ノ、/トスイソチをV)f十えることにより SSB-T: ードカ汁'i'WJiO.こ-1;1)

が人tL{~1、わります

10. コンパクト化，軽量化設計

般新機能をf，:1i~ffj~ }笠 1:凝縮したコ/パ 71 If:;状 E軒 '1'化そ'だ札 L，

1，l，[:.，L川i'l')jJ、正ヒ/しj虫!iJ. 7 イ /し lJ史)1]‘，'J' 司 HF(/)j"l川純

[1干|を初:}、していま十υ

11.容易な操作性

作ります。 10MHz以上のノ〈ン卜では USB， 10MHz 未満の~，ンド

ドスイソチそREVにすると USBI::LSB でt:l.LSBとなゐりま寸。モ

※亡互理豆E そ山一るJ易{i-(J2机 7γ 十 Jけ !V州 I'J').IJ)
'r.'t怖か必呪jです

基本 (I~J>;，d蛙竹を'の:坊にまとめでありま寸のてをなたに ι fllI'ド 1:

披え奄常に松jミの状態でオベレ

※ TS~130では次の周波数を受信することができま仁

(送信はできませんのでご注意くだきい。)

10MHz惰 (10.OMHz ~ 10 .25MHz) 

(18. OMHz-18. 5MHz) 

(24. 5MHz ~ 25. OMHz) 

ンヨ/てきま j

オ ノし!ノリパステ ト構成を採IIJIベ

ナル部のJ1~作1 域化( 1，;]'拘操作不安'.)によるJ制?の千五坊化ヘキ，'，びつけ

ています。

13. FIX(固定)チャンネル 4ch内蔵可能

1ンノぐ 7 I iヒ片 7， イ

12 オールソリッドステート構成

3 

18MHz惰

24.5MHdj~ 7， 14， 21， 28MBzのみノ、> 11)1-lch， :~，， 14ch(/)FIX chヰ



2.4嘩鞭

TS-130Vは閃のように接続してくだきい。

7 イクロホン 直7罰
ロ インピ ダンスからノ、イインピ ダン

ス(50瓜1-50kl1)のマイクか使用できます。

マイクロホンに青函回路と独立Lfこスイ

yチカ付属されている場合(下回A-c)自の

ように配線することによ門 PTT適用が可

能にな門ます。 1:1: L 、マイクラインの

ア ス冊lとスイ yチの片側lとを共用 Lて

いる 3端干のものは使用できまぜん。

TS-130V ヘッドホン

インピ ダノス 16口のものをご使用

ください。ヘッドホ/は当社町通信機用

へyドホ/"(HS-4，什5-5)力、最適です。弘
おステ L オ問へ y ドオミノ止ぞのまま使用

【きます。

GND端子

感電防止、 TVIおよびBCI防止の

た的接地効果由良い地面を選んで、

後面白N口端子にアース線を接続L

てくださ '-'Q ア ス線はできるた

け太いものを使い、短か〈配線す

るのが効果的です。

同一一度中一一

電鍵

CW運用をする場合は、セソト強面白、
γ ヤ yクに電鍵を接続 Lます U

f~ 

外部スピーカ

本機には、スピ hカ が内蔵

されて忘門ますが、セ y ト龍

面白EXT SPンヤックに付属
のプラグを使って外部スピー

カーを接続する二とができます。

REMOTEコヰクター
本機に外部装置を付加 Lて使用。る場合には、

このREMOTEコネクタ をJ使用〈だきい。
ま亡、スタンハイ操作をリモ トコントロー

ルできるよヲに、 PTT端子も出てお円ます。

に回一

VFO-120 
外部VFO
タ十昔日VFOに{壷周できます。

J主 VFO-52口、V'-O-S20

1;l1空間できません。

周波数コントローラー

20Hzステ， 7のデン〆タル VF-O

と4山のメモリ一一回路が1'-11曜

図 1 (a)接続

《オしてド n、 10 門σ互}ゆ

数リモ トコントロ ---Jl て | 

きます | 

2.5 アンテナおよび電躍の接続

TS…130Vのアン子ナおよび'Eltil.虫は， それぞれ!日y主([占l定， 単純二I，e;、じて!Hljs ¥， 、めないよ)1--1主枕してくださ予い l

一合一
一場一
↑
る
一
一す一
一周一
一使一;
 

一で一
一定一
一国一 安定化電諌

トー @I~~ 
ffil~8 

ACIOOV斗ンセント

TS-130V 

1 0 町円lTTInlO.!O!J 

llJ川川l川底1..審問
時臨時II@。川川川l川;明。

11 -4~ 川川11111 川山門 or，

車裁のアンテナ14J実在参照Lてく Tごさい

パ y テリ 端子力、勺直接電源

をと円ます。

と円方は15頁を参照 Lてく Tご

さい。

ヒユース
4A 

一
合
一
一
場
一
一
る
一
一
す
一
一
載
一
一
車
一 図 2 (a)アンテナおよび電源の接続
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TS-130Sは図のように接続してくだきい。

マイヲロホン 層l¥nl
T5令 1305

口イ/ピダ〆スヵ、勺ノ、イイ/ビ タ/

ス(soon 50kn)のマイクカ使用てきユォ

マイク口;r;:..--(音声[討路と独立 Lt_スイ

ンチヵ、付属されている場合(下 1~IA-c) 自の

ように配線する とによ IjP rT謹用ヵ可

向Eに位打ます 1:1: 、マイクライ/の

アース側とスイノチの片側と令共同し(

いる 1端二手のものは情同てきません

GND端子

感電院lL TVi'および 8CI防止の

すこめ接地効果の良い地面を最んて、

後面GND端子にア スl械を捧統L
て<t: ~ l、。アーλ綿はできる 1ト
け太 i、ものを使、¥短かく自己線す

るのが効果的てす心

d謡よ"-¥ へyトホン
WI! ¥>1、i φ-'i ~ / ，jのものも)怯1時

(1""勺 吐咋 < t:/:-l' へノトネ:..--[よ当社の晶↑苫今世件j

轡霊長 iiiJJJJ7511f;;ι

5P司 120
外部スピー力一

本機(は スピー力ーか内蔵

されてお行ます力 セノト法

的の EXT SPンヤンクに付属

のブラク会使コて外部スピ

カ~を接続する二と力、て旦Jす

田一三
五一
Hq円
ぺ

電鍵

CW運用をする場合は、セ y 卜後面白、
KEYジャ yクに覗鍵を接続Lますコ

由詰ま
外部VFD

外部V仁口に使用て詳ま

一守

王 VF-O"520、Vf(H20

lまi'l'同て罪ません

vbtーき11仁二二
トラ/ス 「 一。

(じ)PTT用に過す引と二

PTT用マイクロホ/

T5-1305 
周波数コントローラー

20H!スア yプ的アンタノレVFO

と4c!iO)メモリ 同路力、内蔵

♂れて r)、 TS ) 30の史

教リモ トコントロ ルカて

〉ます

図 1 (b)接続

REMOTEコヰヲター
本械に外昔前装識を付加 Lて使用する場合には

この内E'MOTEコネクター率二イ費用(t'きい

ま1:、スタ/ハイ操作会リモートコ/トロ

ルて詳るよ〕に、 PTT端子"出示す

TS130Sのアンテナおよび電源は，それぞれ別途(いlA:， 車載)にf，I'，、じて間違し、のないように接続しでくだきい。

「由主... C{更由子瓦場合1
安定化官草原

PS-30 

ヒユース

20A 

門
同
υ戸

AC 1 OOVコ/セント

TS-130S 

。lo@)

竺Ir匙同
小l臼因。|佐子 四

車教のア/テナ14頁を参照 Lてく t:きL¥ 

パソテリ一端子力、勺直接電源

をとります。

とり方は15頁を参照 Lてくた

きL、。

一
合
一
一
場
一
一
る
一
一
す
一一執一

一
車
二 図 2 (b) アンテナおよび電濠の接続
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回

3 .. 各部の名称とその説明

制ANTI VOXツ7 ミ

!2iDfCi_AYツ7 ミ

対 VOX GAINツ7 ミ

(!I唱 1]5イヤjレ

(¥'1メーター

2;テ4イジタjレティスプレイ

(4'スタンノ〈イスイッチ

(3'MOD[(ニモ ド)スイッチ

(5)MIC(?イク)コヰクター

(Ii)PHONES(ホ ンズ)ジャック

~7)PROC (プロセッサー)スイッチ

、8;VOX(ボイスコントロ ル)スイソチ

:9>MEτER(メ ター)スイ yチ

j百円X(固定チャンネル)スイッチ

ゆ主向調ツ7 ミ

明 FIXインジケーター

(3O)VFOインジケーター

7会円ITインジケ ター

自CAR(キャリアレベル)ツ7 ミ

ii)MIC(?イクゲイン)ツ7 ミ

(1.~)Rr GAI~~ ツーィミ

l島AY G^I~" 
(オディオゲイン)ツ7 ミ

('~IIごシフトツ7 ミ

仕切RITツ7 ミ

わPOWER(電源)スイッチ

争~NB( ノイズフランカー)スイッチ

ATT(RFア、ソテヰ ター)スイソチ

WIOドスイソチ

口， ，スイソチ

前面'"ネル

3.1 前面""ネル(写真はTS-130Sです。)

①メーター

メ P 3椅矧の炎，j、を 4る機能をもっています。 そも(11年1:

として動作 1..受:11"11パり強!交を 1~ 9， 9十 20dB. 世十40

dB J，上 U 9十一60dB(i) [j 弘~k. ~てよって"'f.三 7J~ します。 また今 i忘れiH年1- 土

METERスイ/チのt，J)t'i、によって次のような表示をしま十}

タSメ

TS 130Vタイ f RFH1)JまたはALCレヘル

TS-130Sタイヤプ 7アイ十/レトラーノジスタのIC(コレクタ'，'l;tiJfe)

またはALCレ〆¥ノし

②ディジタルテFィスプレイ

日亙HlI刈波数を 100Hzi'iまで表:"Fしま寸。

③MODE(モード)スイッチ

6 

ニ大グ)'，tl. í皮 ttl~ ュt を MODE 7.イノ千によ J で J~~;、ニとカぜできます。

C W:CW  運用ができます。またこの位習では受信AGCの H~予定

数が生咲かくなります。

55 B : SSB運用ができます。国際慣例 lニ3.5，7MHzの各バンド

はLS B， 10， 14， 18， 21， 24.5， 28MHzの各バンドは USB

をf夜間しますカぜTS-130では BANDスイ yチにュ主動して自

動的に切換ります。

R E V : SSB運用時， このイ立置にすると USBとLSBをi色にする

ことができます。

⑨スタンパイスイッチ

ぴノスイ ノ千ーにより y泣1L;'噌 ρiU1;をりJ十干 るこ .C;1;、てき土 jの REC

1則でLi"乏Ulktt堅ですか， γ イク口+ンぴ)1'TTスイノチ ONに寸れ

1;1:;忌11j ¥ i;JJ f十10りょ 90

SEND似IJではj活ti'、lたfaですし アノテ寸ブ干:力、イ~ '};"~"~でイ主主 (l!iiJ 

ANT立品，j[ォ ンまた l土/ ト;̂tf)SEN D;I丈 T~ にし tJf くと h:，c 

1:草のf);(L人jと合り tすめてごiL.t:!くだきい。

⑤MIC(マイタ)コネクター

4 P7'ラクをこlifim<円きい ソイク口ホン〈ア).1をあi~j12，土ド¥1めよ

うになってい主すり(オブンヨン MC30S. MC35S. MC50'1j')。

TS .130は U →ーインピ ダンスでも y、イインピーダンスグ)ソイク

でもlifil!lときます。

⑥PHONES(ホーンズ)ジャック

へ、ソトホンmの出力ジャックです。 インピーダンス 4-，16.0のも
のをご使mくだきいのヘザドホンには当相の通信機mへソドホン
IHS-4， HS 5.; カ守主i血ごーすの

なお， ステレオ坪1ヘッドホンもそのまま使用できます。

⑦PROC(プロセッサー)スイッチ

S S B，'sl，1f1寺，このスイソチを ONするとスビ チフ。ロベ三 γ→T カず

iilf}Jし、てトークパワーを増大させることができます。使い方は 11廷を

参照してくだきい。



⑧VOX(ボイスコントロール)スイッチ

SSnj'I':JIJII，'jのVOXj'[lJll，CWでの¥'ブレーケイ/辿Jllを行つた

めのスイ f 千て十 MAN11!1Jでは‘ PTTJたはスタ/ハイスイノチ

(. jふけと!I]司 VOXjllI]て VOXi，!':JlJへJ

寸(l2tl参jlii)

⑨METER(メーター)スイッチ

ノレ アイ/')':!.とJlI刀、ごう上

METERスイノチ lより iζj，flt与のメ ター -i[j-/J~ を;大山よノ 1;1j件

えること泊、'(，，，<ま L

嘩 ALC:ALC仏慌て"はj泣い終比百tJ.tf: 中 hl 自1\の Il\ JJ~返fE を l出叶見し

ます 3メーヂ 1n';f1力、ALC、ノーン号越えないよ 7に，SSBの時[土MIC

ソソミを， CWのu与はCARソγ ミを ruM5fl:，:しておfhtZいくだきい υ

TS130V 

畢 RF 送れ~1111力(RF1I'，tJ電圧)を指示します。

TS130S 

申 IC ブァイナノしトランンスタの IC(コレクタ電流)を指示し

ます。

⑩FIX(固定チャンネル)スイッチ

TS130は1.';];七千ーャン不ノし発以[u]路を内蔵しております。(木IilE手E

jJri rはオプション)のこのスイソチ lこより 1，'iIA千 γンネノしと VFOのυJ
J突かできます。

⑪薗IJダイヤル

パ{， I レ窓、に"主け勺れた川十Jilf.三 LI 胤似て点。~ 500 (/) II'~圧力、印刷さ，tL

とおりま寸!，;J，訳、ソソ i を(， 1，.;去り j ると~， ニグ)1I弘主でJ、f本の1，';]

波数を"先んと，)主 9，

⑫主同調ツマミ

述川 fti¥望fNJ波数にTS130をセ/ト寸るためのゾ γ ミです。 Lriij

，V!.jノマミソノ"I二{よlkHzi!jの 11"ゆりかぬりますので，数kHz悶波数を変

える 11干なとに{足利lです。

⑬RITインジケーター

RIT[ul路めONOFFを会川、する光光タイオ |、そ)11¥、たインシケ

タ です RITスイノチーONてソ¥士jし主寸。

⑩IFシフトツマミ

そ{日時、 IFクリスタノし 7 イノレヂグ)'Jtj-Jj戒中心}，';]波数を比かけ…J" 約

土 1kHz移動するこどができますの i止機川波数からめ i1訂正ミ除去や受~f~-t

ffl'íぷ|採に効果を発伸しますの i凶 'ti~' ，土，センタ クリノクのイ立践で

おj>l.'いくださ手い。

⑮RITツマミ

RIT[rJl路が ONめ時に受信問波数のみを約1，5kHz変える、ソマミてい

す。ツマミの "T変範閉めr，tr央 ("0"の位置)が RIT-OFFに 欽します。

⑩ CAR(キャリアレベル)ツマミ

CW連用時のキャリアレヘノしを謝繋するツマミでれ ALCメータ

ーの抗tれはALC、/ ン内に{立罰するようにこのツマミでぷl幣してお

i¥むし、くだきし、。

⑪ MIC(マイクゲイン)ツマミ

SSBj返丹lil与のマイクアンプの利1!日司幣です。 ALCメータ かALC

ソ ンを越えないように調幣してくださし、。

また，このツマミをCALONのポジションにすると'受f言状態で内

蔵の発振器により， 25kHzごとに受信周波数を校正することができ

ます。

⑩AF GAIN(オーディオゲイン)ツマミ

交い11、干の111;1.';1波，'1¥) Jレベノしを，J!.j~:Í"寸るヅ γ ミで寸。 11ιij }j1"Jへ1"]

すと fiA;d:は川}JjJします。 )1主吋な (rh~ でお i>l.'いくどきい。

⑩RF GAINツマミ

えー {ιi機的 r~'，'ï!/il iJ}( J川1"，)止の利件をぷ~ ~:，:，ç する、ソ J ミで争。 11，'f，ij' }j I'，Jへ

["1しりjったれ)i(，:が利千!尚之大となり， }正日年，ijんゐ[ilJへ1"1L， 1;1) "たf合同が

千IJ1H，l:ノl、です。

⑩BAND(バンド)スイッチツマミ

3.5-29，7MHzまでの全アマチュアバンドをカノ〈ーしています O

10MHz， 18MHz， 24. 5MHzの各パンドは受信のみ可能て¥送信はで

きません。 (JJYは10MHzパンドで10，OMHzを受f乏してくだきい。)

⑪POWER(電源)スイッチ

TS-130の電源スイソチですの

⑫ NB(ノイズプランカー)スイッチ

ドf重b取のイグニヮションノイズのようなノぐノしス'1'1ノイズの多 L、H与

におi>J!いくだきいの ノイス、泊、 ~W え微〔司りな{パりも十たよf且に '~fr~ できます。

⑮RF ATT(RFアッテネーター)スイッチ

このスイッチを ONすると受信部のアンテナ回路に約20dBのアソ

テネーター(減衰器)が挿入きれ，強大な入力信号から RFアンプ，

ミク庁一回目各をイ来五壇します。

⑩NAR WIDEスイッチ

このスイソチによってIFの帯域帽をNAR(十口-)と WIDE(ワイ

ド)に切換えることができます。

WIDEの場合はCW，SSB共通の幣域幅で， NARの場合にはオプ

ションブイルタを取イ、lけることにより CW，SSBでそれぞれ幣域帽

を狭くすることができます c

⑮RITスイッチ

RIT( Receiver Incremental Tuning) lulW1干の ON-OFFスイソ千で

す。ブソン I スイノチですめで，押して ON，もう !喜;押せばOFド

となります。 RlT ["l~?tかONではRITインジケ タ カ，内士Iし匂 RIT

ソγ ミを Ir，J]せば.ilSfιI周波数そ変えずに受:{，j)自i波数のみを約1.5kHz上

ドに卸Jか'f'ことカilIr青色ですc

重量VOX GAII唱ツマミ

VOX運用する場合の VOXアンプの平1]1与を調主与するツマミです o

VOX動作が段通になるよ 7に調繋してお使し、くだき L、。

⑫ DELAYツマミ

VOXの時定数を』州幣するためのものです。般も使いやすい位置に

調理主してくだきい。

⑩ ANTI VOXツマミ

VOXで運用する場介スビーカ より出た白のため VOXが誤動作二

する土:$i{}!J{あります。スピ カ ffにより VOXが互功{乍しないよ告に

調理長します。

⑩ FIXインジケーター

FIX(固定)チャンネルi軍用時に点nします。

⑩ VFOインジケーター

VFO量h約三匹寺に点、土丁しま'f'。
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(!¥ANT(アンテナ)コネクター

(2GND(アース)端子

'1 a'クーリンクーファン

電源コネクター

3iCW K[Yジャ yク

[xr VF-O (外部VFOコネクタ ) 

8) 事s~手応j波数校正穴

コネクタ

背面"'"ネル

3.2 背面パネル(写真はTS田 130Sです。)

① ANT(アンテナ)コネクター

送受信用アンテナを MJ;'~ コネクタ で按統寸るための端「ぞす。

アン r~;-ケ) アノレは50.0/f;、ド徐rIf::をお似:いくだきい。

(ま)GND(アース)端子

1'S 130グ)ア スにお{止しミくださ"'" 1'VIゃ BCI(/)防tIにう;:}J!tとか

あります。

(事DcwKEγジャック

CW  巡)1]をする場介112P ラグをf変則して電鍵を後続してくだ

三三 L、

〔きDSPEAKER(外部スピーカー)ジャック

外injスビ カ 端「です。 インピ ダ/えは 4--16.0カ汁度外jでき

ます。

⑥ REMOTEコネクター

牛;機と外部装置を付加して使用する場介の接続にご利用くだきし o

REMOTEコネクタ 接続はつぎのとおりです。

8 

AF OUT力、ら

(8u) 

150μ 

ALC回路へ

⑥ EXT VFO(外部VFO)コネクター

本機と外古rWFOVFO~120( 発桜周波数5. 5~6. OMHz)を篠統する

場合にお使し、ください J

230の級統にも使用しま

また周波数リモートコント γコ ラ DFC 

、IH!VFO-520， VFO-820ぞ~"ì'，

i土佐f片fで 3ま什メ'../n

発jlriilJ 波数力、 5ρ~~5.5MHzの VFO

⑦ DC電量軍コネクター

DC 13.8V従淑コネクターです 。

DC13.8V 

DC13.8V 

⑧基準周波数校正穴

PLLおよびカウンター，マ カ ftJの法糸発版刷波数を， JJYi;j 

uーで校iEするための調繋イしごす。校正方法は18貨 4.9項カウ/タ一
基準発援周波数の校正をごらんくださ手い。

⑨クーリングファン

背面放熱器の温度上村を検出して動作します。

※ TS~130V にはありません。

⑩クーリングファン用電源コネクタ

クーリングファンの電源を取出しています。

※ TS~130Vにはありません。



4.. 運用方法
受信のための予備セッティング

RF 時計方向に回

しきる

AF:反時計方向仁
回しきる

送信のための予備セッティング

図 3 送・受信の予備セッテインタ

4.1 受信のしかた

アン子十，マイク口ホンおよびぃ活鍵などのi¥tイ鵡桜統が終りました

ら，凶 3に従って各ツ 7 ミペ3スイッチを設定してくだきい。 SSB

の上晃子}3.5，7MHz はLSB，10MHz 以 jグ〕ノミンドはUSBをf定周寸る

の刀、凶!漂慣例となソておりますが， TS~130 では MODE スイソチを

SSBにすればバンドに従って自動的にモードがセットきれます。

叉:Li~ 備が完了した二とを ji在 ri!:!、したうえで， POWERスイノ千を

ONにします。メ タ r!u 11jJペJダイヤノレ HHI呼]のノ〈イ口ノ-)ンプ力f

，rAi，H L， TS 130カず重}J1乍を!樹立台したこと力fノ]、きtLま字。 TS-130

ク)liJj路は全 Bト呼イ本万バですから， スイソ千を入れると lriJ時に動作を

m"l始します。 AFGAIN ッ.;?::をゆっくり 11打十万1[，]1こい1しますと，

スピ カ 方、らノイズあるいは fl- ï'.~J 力三 11tl こえてきま 1すので， i!皇:l'lな

tf与tにセソトしてくアニ:うし、υVFOj二laJ.淵ッ?を，tっくり 111Jして，

11 ({J (/)1パ与~^IJ{主主も 11よj世疫にi封lこえるよっ lニ{;-j.)刊号てく yニJ 与し九J

4.1.1 JJYの受信

前面ノマネノレBANDスイッチを10とし， VFO主同調ツマミを闘し，

函Ijダイヤノレを“0" に合わせればJJY(lOMHz)が受信できます。

4.1.2 RF ATTスイッチ

数 100m以内て¥送信機を動作きせた時などのように非常に強力な

電波が入感すると，その信号が近按周波数の場合は， 目的の受信俗

号がブロックきれたり直接受信する周波数の場合は， Sメータ

が振切れてしまったりすることがあります。このようなとき， R F 

ATTスイソチを ONにすると， RFアンプへの入力信号は約20dB減

衰し，強力な信号による妨害が除去きれて，盗のない安定した受信

状態にすることができます。

4.1.3 NBスイッチの使い方

自動車のイグニッションノイスーのようなノりレス件ノイズが多しJ品

合は， NBスイソチを ONしてくだきい。ノイ 7;が消えて. 1fi -~J が lザ]

瞭にうきあがってきますの

4.1.4 RF GAINツマミの使い方

i凪7誌の使!IJ状態は，時日1-}jl"JにIrllし切って使!日します。このtt[市I

で受信感度が最大となります内tx:lI}f ，it万1"1に1111~9 ことにより， ρittl

!~忠!支を卜げることがごきます。このツマミを f'i.時計カ j'11 に[口|すにつ

nて， sメ ータ…の-Hす針がI"JII与に-IbXtl止す。
'~id してし、るも fぢe カサト'~~- ，，: ~童く咽 Sメーーターの持ij十力'fhlり-tJ)って

いる上jbfTt宇は， RF GAIN ツザミをtx:1I寺"t-h-j"Jに[hJして， 入力1d-'i]

'U成会きせますと司聞きやすくなります。

また l刈 4 にノT~ 寸ょう L 二， ，'tt 1， H，;!，j-(/) Sメ タ の十旨主|のピ ク1V

置と [aJ1'，か，少し少なめになるように RF GAIN ツマミを介わせ

ますと，受1d1<¥りーかとき ht: lI :f V)ノイズ f斡力日が守f~li:X. 士， t!聞きやすぐ

なりま -9c 

受信信号によるメーターの

指針のピークの位置。

メ タはT5ー1305で込す。

AF GAIN→骨-RF GAIN 

時j
時計方向に回し

きった位置

AF GAIN-1争 RFGAIN 

~・亙盃通告卦-8 A 反時計方
司忠告能重子盟関向に回す

図 4 RF GAINツマミの使い方
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(iii) CWモードの場合

CWモードではIFンブトツマミと RITソマミをf井用することによ

.1.5 RITツマミの使い方

り受・悩ビノチを好みの周波数にすることができま寸。

RITとは ReceiverIncremental 1山lingの国各で，送f;"周波数を

自己え公いで，受信!尚波数のみを約1.5kHz変化きせることができますo

Wf寸寸どもど似していて，十lI f応対の送信 li~波数がずれてきた場合，二}' 4.1.1 NAR-WIDEスイッチの使い方

j凶協の交t:?には SSB，CW  共 WIDEで行いますが，riJi調ダイヤノしを 1[11すと自分の送信周波数もずれてしまいますので
DX(遠距離)

RIT、ソマミをまわして，干f1予防の送信問RITスイソチを ONとし， 通信等 ìl~f三が多い場イヤには， NARが街灯jです。

こちらの受信問波数を介わせますの波数に，
このスイッチとIFSHlFTツマミを組合わせて使刑しまーすと抜群

またNARでは別先オプション(CW

斤]: YK-88CN， YK-88C， SSB)fJ : YK-88SN) を十甫^することに

よりそれぞ"tL270Hz，500Hz， 1.8kHzになります p 二の場fト丞似

てがはMODE，NAR-WIDEスイッチのどの{長i涯でも，かならずSSB

のj昆俗除公能力を発輝します。

帯域I隔はWIDEでは2.4kHz，

反対に13(11寺

J十万|白]に恒1しますと， f)C"l;くなります。このRIT、ソマミによる周波数

変化は.デイジデ Yレディスプレーに表示きれます。

RITが動作していますと，送信周波数と受信周波数が一致じませ

新しく盟!Jの局を呼ぶ場合は，

周波数は向くなり，ツマミをs#，jt.方ril]へ凶しますと，

必ずRITスイッチをOFFtニしんので，

(WIDE)フィルタ』ーになります。てくださいo

コメ三: CW  SSB 

ワイド ナロー ワイド ナロ一一
一一)

オフロションブイ lレタ なし 2.4 ※ 2.4 ※ 

YK-88C又は CN 2.4 
500 

2.4 ※ 
えは270

YK-88SN 2.4 1.8 2.4 1.8 

YK-88C )とは CN 
2.4 

500 
2.4 1.8 

YK-88SN 又は270

受信通過帯域幅(-6dB)kHz 4. 1 .6 IF SHIFTツマミの使い方

IF SHIFT とは，受flS周波数~変えないで， IFフィルターの通過

幣城をンブ卜きせる回路です。この、ソマミを左右に[i'!1すことにより，

8] 5のように 11"の通過帯域がシフトします。

したがって，受:1~~ している J{d 波数付近に Üt11:-f fz~ 号がある場合等，

11" SHIFT ツ可'ミをまわして 11~fi:~力、らのカサ[ることカずできま寸 O

LSB， CWの各モートで次のような使い方をUSB， この、ソマミは，

※印のポジションでは受信できません。

しま寸一。

(i) USBモードの場合 (10MHz…29.5MHzパンド)

⑤ Hr，J] Iこ[rJ]しますと，受俗)ぬ波数の低いカーからのi1lfaをl徐くこと i議官のしかた

注三一fClする場合は，必す SWRf肢が良好(SWR1.5以ード)なアン

テ寸， または夕、ミーロード H査車走してから千7 ってく t~ ~，、。ア

ン子 Y一端 F奇オ ブンの状態では，絶対に送信しないでくだき

4.2 
(fI~"~去がffrí戚されができますのこの紡巣伝説的には，ローカッ r

る)の諸になります。

θ方向に凶しますと受信lti]波数の高い方からの出伝を除くこと

し、。

送信の試験等を行う場合は，できるだけ500のダミ 口 ドをご

使用くだき L 迫。アンテサを按縦したままぞ不用慈、に電波を発射 I~ 土

寸と，他局へWj~等を与える恐れがあります。 TS-130VにはlOW以 l

ができま寸。音質は，ハイカソ卜(高い音がffri成)のEまになります。

(ii) LSBモードの場合 (3.5MHz，1MHzバンド)

EBHrtJ] に防しますと，受的周波数の低いコりからの~1:甘えを除くこと

カずできます οff'f'{Iよ， USBとi屯になり ノ、イカットの自になりま者。

日万向に旬i しますと，受信 j胡波数の高いんからの ìln~t)'1徐か [1 ，

高二質iム 口ーカゾトの&になります。
TS-130S には100W以 i二のものが必後むす。

当社ではダミーロードRD…15(l5W)，RD-300(300W)をIU民ヮむしてお

Rlτ4砂 IFSHIFT 

4ふ
θ-11・・5ト⑥
⑧のような混信信号

がある場合、⑨方向

へ回します。

IFシフトツマミ

溺)酬。。加羽一
9

COMA砂
叩
剛

E
g
Q 

TS圃 1305の場合

りますO
θ方向へ回し i:時 白方向へ凶 Lt:時

@田 IFフィノレターの迫過附 層帯

¥ I ¥ I 

R'T→基ト IFSHIFT 

仏£、
θぺ個園陸ト@

且1言1言号

RIT→基トIFSHIFT 

~ふ
Qイ4・園陸ト(f)

⑧のよう官，昆{書信号

がある場合、Q方向
へ回します。

ダミーロード(またはパワーメーター)

を使って試験する方法

図 6

図 5
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その温度を検出してクー

リングファンを動作きせます。通常の使用状態では このクーリン

グファンが動作することにより， 十分に放熱器の冷却は行われます。

放熱器のJ品f支が LHしますと，第 2は，骨 SSBの場合

MODEスイソチを SSBに切検えてくだきい。① 

@ スイノ千ル ALCに 1-c < c矛 L、υメデ

放熱器の!訪問がふきがれてしま

リングが↑分l二行なわれないような状態で，長時間1送イ討を

しますと，放熱社告の温度が異常に上昇することがあります。このよ

うな場介は自動的に送信状態から受伝J伏fs'Hニ反り送信「ることがで

者';31よ丞1，itLrに<!ijJ作んしていて，

ってク

スデンノぐイ?とイ/チィ:::RECfJ、人 SEND1"し主す(

ノイケに jIIJ-!てす色JIfして，メ ず の11"1剣"(T).1長tL川ピ ケか，

タ グlALC(プ)守色IIH"2 jl~~ i. ~，'い仁う 1- MIC GAIN、ソマミを，i!fil骨子メ

ρれ
勺主ノ

ぜ)

きなくなりま寸。この場介のプロテクション動作の復帰は，汝熱器

の 1品!支を爪JUJli品よ支手I[~.，:æに下げることにより干1}ぴiきさ fパするよとができ

ます。ファンしt枚熱誌のj加支が45
0

Cになると動作します。

i主 1_アンテナ系のVSWR1Jfiーが不適当(2以上)なため，プ口テク

ションが!lliJ1'rして， えき1ft;I-\)J がÙÌ;ドしてし通る士義 {~ki~ アンテ

十系を卜分子ェックし.~備してから，ご使用くだきい。

i主2. クーリングファンが動作しはじめた場合は，放熱器が 1分

J令，tflできるようにt主意してくだきし、。

※PROC(プロセッサー)スイッチの使い方

SSB 運用時において(特にDXiti1伐の際)，電波が弱〈交信の相手

同に良〈了解してもらえないような場合にはスピ チプロセッサー

を使別してト クパワ、を駒大きせると効果があります。

まず， PROCスイヴチをONし， METERスイソ千をALCにします。

次に，マイクに向ってしゃべりながらMICツマミを回して指針の

してくだき L、い

振れをALC目盛の範関内にして，この状態で交信します。

j主)尚H1力烈マイクロホンを1<t)fI寸る土品介は他大人力となり，

tl'f{"劣化の1Ji¥[;klとなりますので，マイク[Illfi¥各にドl羽のようなア

ッテネーターを-1即日寸るか， 10k.o-33k.oの抵抗(使用するマイ

クーリングファンの動作について

リングファンは，運用状態，間関温度等により放熱器のJ品1立

が1. ~1 すると動作します。放熱~iFの温度が下がった場合に，

ク

f亭吐し

ます。

通常の使用状態では，ほとんど動作しないよう政熱器は背面パネ

ノしと共通のアルミダイカストとし|分な放熱効果を得られるように

ク口ホンによって奥ります。)を、11'約lに機統してくだきい。
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ぷiHきれておりま寸。クー リングワァンが動作を開始した場介は，放

ll':<: 受信にかかわらず q

金九主任カぜifi"ctllし寸J すくなるようにrUiiしてくださし、。

ク リング 7 1'ンは，本体が送信，なお，

511社 7 イクMC5むが絞適です。

("7イク感度:-55dB土 3dB，"7イクから約 5cmの距離で使

用した場合。〔マイク端子入力電圧10mV，1kHzJ) 
熱総の温度を検出して動作するようになっています。

4.2.2 MIC GAINツマミの使い方骨 CWの場合

マイクロホンの入力レベノしをコントロ ノしするソマミですの

SSBで送信する場合，まず7 イクロホンを接続し，スタンパイス

イッチを送信にします。(アンテナまたはダミ ロードがアンテナ端

スイソチをALCにしてくだメタMODEスイノチを CWに

さい。

① 

の指針のスタ/ノ〈イスイソ?をRECカh らSENυにし，メ 令タ② 

子に接続きれた状態)。振れがALCゾーンの約半分になるように CARツ7 ミを調整して

くえfきし、

なお、この調幣l土KEYジヤソ?に'電鍵を被来1tしない状態か，あ
年IH免スイノ F を ALC とし， γ イア L~_1(lj 1J' -y て;s，L'して.

♂)ALC♂) ;~[i，f!}1 を占主ぇ主クカ¥メ

メタ

ずのm幸|のJktLCノ〉トnメ デ

いよー)に MICGAIN ツマミを，0t.1守主してくだきし~I互主建を押しきげたままの状態でるいは電鍵を被統した場介には，

ダンスからハイインピーダンスの(500.0-TS-130i;l口 インビ
hってく rきし、。

50k.o)γ イ?をN!IHできますので， VIIFてす I1，史IIJする口一一インピー

ダンプ、のマイクも宇ど川口J11Eです 111し唱
4.2.1 ファイナルプロテクションについて

ダンス (1)li己いによ

リ， γ イクの H'，}Jレヘノしが烈なりますの C入 口一インビーーダンス

(500.0)の γ イクをN!HI寸る士品(t-'二は，ノ、イインピ ダンスのものよ

インピ
ワァイナル音f¥の卜ランジスデ 等を1)社設するため

にプロテクション凪路がl付議きれています。プロテクション凶路は，

TS-130Vタイプと TS-130Sタイプでつぎのように呉ります。

TS 130には，

タ をt，:;:~悦して .γ イクゲインレへノしを"止Æ

1)， γ イクゲインを卜♂げて似Iflする必要があリます。

(この1I与もALCメ

してくだき L、。)

申 TS-130Vタイプ

アンテナ系のインピ ダンスが不適当で， VSWR1肢が高くなりま

すと， ファイナノレ音f¥のトランジスタの負制がか品目力日します。 このよう

な場合に.アンテナ系のVSWRを検出し，自動的に送的出力を下げ

てファイナノレ郎をf呆言聾しておりますの

申 TS-130Sタイプ

TS-130Sタイプには， 3械類のプロテクション回路があります。

11 

その第 1は， TS-130Vタイプと問機な，アンテナ系の VSWRを

送信出力を下げる方式です。検出し，



セミブレークイン運用

本機にはサイトト ン発似1I11路がI人]哉されてい主すので，キー→イ

ンクに介わせて約 800Hz の 11í;1.~J 波 ff でキーイング時のモニタ ができ，

4.4 司 j 泣 Lk:ち~!.tnl[ ) Jん
ランジスヂ 1:上

嘩 ALC (オートマチックレベルコントロール)

~hi' Jってi主1，1正午lγr!~ ) ) J1;'i IIJ[，¥ 1 1:;:; 干}(~ L主y

ゐ，f?1c'f:号制iJJおきえ士)]'キ'1ミ<'的1'1>9る上) 1'1 'IIMI''!に|ラ

またスタンハイスイノチのυJ十換えによる CW運!Hめはかにセミブレ

クイン述IIJができます。

イブ従 j)f)<"，品]幣手れます}

メーターは， TS-130Sです。

ピークが ALCゾーンを越えないように
ンを干iJlfjして VOXを重1J1乍

き!"電鍵奇t41したときi丞t"i守 Y五鍵+離し f-とき受1!leなるような

i五，e;t-l;lJf十のHi-1ζてψ す。 したカずってVOXλ イッチを ONし， MODEス

イソチを CWにすればSSBのVOX;草川!と liiJ憾の}]法でれなえま-9'0

DXコンテストなどで生¥I-II寺r::]に多くの九dとQSuするときにう効果があ

クイン i亙mの場介{土キー を fl~ した時に石在'%. i二活

セミフゅレ)ケイン;:lsmどは，サイドトー

セミブレ

いになるようにVOXゲインを調幣し，またキーイングのi主1)1で不n
r.~1二 i孟 1.1がとぎH ないよ〉に VOX DELAYを，凋守主しま j。

なお CW運用時はANTIVOX 、ソマミのぷi繋 J土不安ケす。

リます。

C 
pレ

ALCの範囲図 7

固定チャンネル運用4.5 

ノ'krWrヲHh礼"JW各力ず

I人Jl議きれていますので使川頻度の r~\!î 1，- ¥ J/~J 波数での運m.クラブi亙m，
などに便利です。陪i定チヤ/ネノしをmいるには.FIXλ イソチを FIX
に 9'tL iJ送受併ともに l品l定ーチャン不ノしに切件わリます JX;'~2: 1tt の，，)0]

TS-130には閲;.J.三千ャンネル;!t!IJカ£ていきるよう司vox運用について

4.3.1 VOXスイッチ

4.3 

宅F は 4.1~4.zrfiにノド宇 i凶りで寸。

TS -130では 4波の希望ノk品を挿人寸ることができ 7，14， 21， 

28MHzの各ノ〈ンドに 1ch ずつの待IJ当となっています。けIIL.10，18

MHz は14MHzバンドと 24.5MHzlよ28MHzと共通になります。 28MHz

帯は24.5，28“0， 28.5， 29.0， 29.5MHzノ〈ンド共通ですので例えば

28.6MHzの水品を人れた場合には，それぞれ24.6，28.1，28.6，29.1，

29.6MHzの周波数が得られます。)

受 {iiのUリ伴えの動

1"1をiiうことでーす。 したカ£ってずイクを持iがしし， VOXスイノー?を

ONにし，マイクに [rj]って発Jおすれば，自動的に送fr~. へ移れます。

(ただしMICゾソミは4.2.2ft!で1泌日月したAI)Jtに z淵捺しておく必F殺が

VOX(ポイ λ コントロ ル)と 11，計戸でi主1<l.

あります。)

4.3.2 VOX GAINツマミ

VOX酎~W を千 I う lPJ i}，マイクに lilJ かつて評ilfl に ~íiÎi 科度てー発声し，

また3.5MHzバンドでli'i]Ji三千ャンネノしをf夜間した L、Il，fは， 28MHz 

f告と人れ終えて{ぞ月1できます。(切符ぇお lilJは[ヌ18を参!t刊してくだき

このヅマミで送fuに移るレベルをJ)nJ撃しまず。 IIi-J，汁方[1，]に IriJします

と!感!交が向くなり， {仏，，レベノしのお「声ていi去作?に移れます。ェ珪f日・受1，1

の!frt)1'r;の右在認は， スピ←カ匂からの下7(fg号やノイズ)で'1'1]睦)rでき

)
 。、

し

ます。 tTがJれていれば受信状態で遺伝に移ればfjがt+-l[なくなりま

す

X49-1110-01 AFぺ3ENUNIT 
VOXゲイ/を上げすきfますと， tfyお以外の雑t干で誤動11してしま

いま争。声の大き~に介わせたi也 11'.レベノしに t訪問柊してくださi ，、の

4.3.3 ANTI VOXツマミ

む
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一

一
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O

O
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7

市ほ

@
m

このヅマミは，本機のスビ カ からの tTて¥VOXII)I路が動作す

るのを防ぐためのものです。段通自掻てマ)受信H払スピ カーから

のtTでVOXが働かなくなる位向置に調整してくだきし、。

ゾマミを l二げす"ますと VOX~己主!支が1J主下します。

ANTI VOX 

同町一一門

主主!!JJ
4.3“4 VOX DELAYツマミ

このヴマミは， VOX@路が動作して，送信状態を保持する時rurを

同日コントローノしする、ソー♂ミてい4

3，5MHz帯への切替え図 8

通常の会話では，わずかながら声のとぎれる士あ合があります。従

この保持す一る時間が生u.か守ぎると ，1討がとぎれるたびに受信

状態に反ってしまいます o rl?:長の運用をするためには，このツマミ

を時三十万戸iJに[司して，マイクに向フて内分の通常のスピードで請し

てみて，送信が持続するように調怒してください。

っと，

12 



トtrでr5.:t";できます。

ーゼロインする土易~ヘ ユこのような万j去IJ'あります

を 2 り ll~ きずに. 主見:.Eのビノ'KM-t(力発払周波数は次の式によりょ1':めることができま寸。

ノkU:l発似i!，'iJ波数(MHz)ニニ 5. 5 -X JJlI!J Itcl波数(MHz)

Xは使用ノ〈ントに応じて次の数イl収を代人しまれ

受
信
周
波
数

i
J
1
1
1
 

送
信
周
波
数

自
局

受
信
周
波
数

a
i
汁
1
1

送
信
周
波
数

相
手
局

→ 1 I← 
800Hz 
(ビート音)

CWのゼロイン

→ベト
ビート音

3.5(80mパ/ド)

X~' 7.0(40mノ、ンド)

Xニ10.0(30mノぐンド)

X二 14.0(20mノぐンド)

X =18.0(l7mノ〈ン卜)

21.0(l5mノ〈ンド)

X = 24. 5(l2mノ〈ンド)

28.0(lOmパンド)

X 二 28.5(lOmノ〈ン卜)

X 

X 

X 

4.6.1 CWフィルターを取付けてない場合(ビート音で判別する方法)

lF SHIFTツマミを中央にし， RITスイソチはOFFにしま寸。 C

図 10

29.0(lOmノくンド)X 

29.5(lOmノミンド)X 

1:同調、ソ
ノ'KtHi発拍uのf[:隊

そのと 卜白がキ'J800Hzになるように，W1~(v を受イパし，

7 ミを品可守Jをします。

サイドト ン(電鍵操作時のモニタ 青)が約800Hzですから，

この庁と比較すると 800Hztー卜の感覚が苦手J&， (ニ V.1jリます。

HC-25/U 

5.5~6.0MHz 

イ米f手法 J~I).1"] 

発f反問波数

JC1h{[りI~各は ， [:x] 9にノJ，(す1泊りていす。

[，I;]:.E千ャンネノレ川ノk品発1Miのj主文M去

卜記により計算きれた水品発jhliの取扱いは，
RITスイソキ11f'I"Jとの交伝に人ったら I'I日]，凋ツマミ l土触れずに，ド日己にnなってお

聞きやすい白にしてくだきRITヅマミをナ~ ONとし，

し、今

ごtE文の[:奈は必ずTS-130用とご指定くださ予い。

TEL 045 934~0503 

ります。

IF SHIFTにより|徐くこともできます bヘj比1;;のあるときは，
ヒロクリスタル株式会社

CW用クリスタルフイノレタ (オブンヨンYK-88C又は， YK-88CN) 

を装着するのが， より効果的です。

4.6.2 CWフィルター(YK-88C)を取付けてある場合

lF SHIFTツマミを rlJ央にし， RITスイソナをOFドにします。

W1，i号を受1，;し， sメータ の指針の振れが散大になるょっ l:，主
[ii]調、ソマミを同調しますりこれで，交併のビ 卜f干しt，不J800Hzと

C 

DC ・9V

〒226横浜市総恒川和田11523jj}地

: 2SC460( B) 

2SC1959(V) 

H二所

Ql 

Q2 

なり，十1If"oJにセe口インできたことになります。

4.6.3本機に電鍵を接続される場合は

極f!(ニti.也してご使Jjjくださ手い

受 1d問波数を800Hz

[メI1UニノI、すようじ，

注) 1判定ナャンネノレをf変則した場介には送fι

すらす [ul~各力q!吉川十しまべTλ のでご lt:ê くだき ν、。

水品発振子仕待

保持器を]名 HC 2S/U 

周波数、 5.5 6.0MHz 

発振次数基本波発振

周波数偏差 常温にて， 0.002%以内

水晶発振回路図 9

電鍵へ

ーー砂

13 

(工レキ叩す時ILKEY:/"'Y¥ 
クの極性に注意してく山 本機の J
極性は+9Vが出てお円ます。

+9V 

図11 電鍵プラグの接続

GND 

T5司 1305

CW運用において，送信している同に介わせてこちらから呼J、場

合，村l予防の送信阿波数に，こ九らの送信問波数を合わせなければ

なりません これを，ゼ口インと 11乎びます。

CW通用では別式問波数と受信I1;J波数を 800Hzずらしてあリま

すので図10のように，村l予防のit:1d問波数から 800Hz，H¥;c、Hにず

らして受{三しますのこの士21fャ， 800Hzのピ 卜庁て¥村i子'Mのれi

号は受{いきれます。この場合l土自I"Jが，送似しても村IT'I"JI土， [，;J五日l

cw運用4.6 



4.7 モービル運用

TS-130は，コンパク卜設計となっており， H Fモ ビノレ運!JJに

も殺しております。安全でしかも快適なモーヒル道府のコツは，セ

、ソ卜のセ、ソティング、電源の引込みみ，ア/テナの取f、J，調終等が

重要ですのこれらについては，多くの雑誌等に，実例紹介，解説記

事が多く見うけられますので参考にしていただきた L、と思います。

4.7.1移動局時の50Wパワーダウン法 (TS-130Sの場合)

電波ì1~ で li，移動するアマチュア無線局の設中線電力 l 土 50W以1、

と土見jl~ きれております。

TS 130S は，このままでは移動局として使用することはできませ

ん。次に，移動同時のための50Wパワーダウン法を説明します。

(i)上，下のケ スを取外します一。

(ii)ファイ十ルユニッ↑を止めているサラネジ 6本を取外します 0

Gii)ファイナルユニソトを後方へ引 tl¥します。

6ゆフィノレターユニソト l'に， P.D端子があります。この端子をジ

ャンパ線でショ トします。

(v)セゾ|を元通り挺して完了です。

4.7.2本機をセットする方法

オプションのモービノレマウン卜 MB100を1i!'刑して， ダソシょボ

ド…ドに， [沼13のように， しっかりと[旬定します。モ ピノレマウン

トを使用せずに， 事に搭載する場合は，急、ブレーキや振動等で，セ

ソトが定年ト L〆たり，事|人jの主主f荷等を傷っけないょっに， i:-具やへ、ノし

卜脅すでL〆っかりと[叩主主してくだきい。

注)①ヒータ やク ラ のlり:cdtH し日に，本機を取イ寸けないでく

14 

アニ'きし〉つ

②牛二機背I面にある放熱;阪の紋熱が妨げられないように，付近を

fよくあけておいてくだきい。

③MB-IOOは Sタイプと Vタイプの尚方が取付けられます力ヘ

Vタイプを MB-IOOに取りつける際は， MB 100に付属している

ガイドストソパーと取換えてくだきい。

4.7.3電頚の引き込み方

電源コードを電源コネクターへ抜き悲しする場合は，必ず電源ス

イソチを必、ず OFFにしておいてくだきい

'1f~i原コ ドの陵情ーを IEしく後続してくださ予い。

巴E量百 巨王亘E
亦->(お 亦，白ャ@

1i'黒ャ。 黒，J天→白

TS-130は，需主流'fJ::民ノイズ対策の而から，パソテリ 端子から

付属の電源コードを使用して配線してくださし、。

またTS-130Sは，送信時の査定大電ìJíCは 18~20Aにもなりますう し

たがって‘電源コー↑はなるべく却し必 f規定のFff-誕のヒュ ズ

を入れて配線してくだきい。また，本機を運用することによって，

棋の電iJ~、系統(特に，-{ヮテリーさ事)に悪影響iを及ぽきないようにi主主主

してくだきい。 (4.7.7 を参照してくだきい)

エンジンル ムからのヲ|込みは，閲13のように，各種配線のパソ

キングを通して引き込みます。この場合，電源コ ドは， 工ンジン

の点火プラグへ配線きれている高圧ゴ ドの付近を避けてくだきし」

4.7.4モービルアンテナについて

HF片1モービノレアンテナとして，カtl:の別売のMA3/E-20，E-80 

(7MHz， 21MHz， 28MHz/14MHz/3.5MHz)をおすすめします。市販

のアンテ十法台(ノ《ンパー-7ウントが良し冶)を使用し，ヰ主のボディへ

しっカh りと耳¥i.1.j'tJ-てくアごきし、。

( i )アンテナの取付

HF~者f のモービノレアンテナは， VHFのアンテナと l七守交しでも， そ

の形状も大芹く(風圧を受ける一由積が大きし、)，重;鐙も大きいですか

ら， Jj¥i.十j1;よれは句 しっかりした頑丈なものを選んでくだきし、。 一般

的には， t1113のようなノぐンパ マウン卜方式のものが良いようていすの

モービノレ問のアンテ十は， 中のボディー全体が接地板となりますの

で号アンテ十象台のア 7，mリはーボディ~に完全に綾地する必要が
ありまず。(閲14参照)

線をハンダ付けする

c主)本機使用以外のピス等の使用は避けてく Tごさい。
場所によっては故障の原因につなが円ます。



i主)① 最i庄の事で， ウレタンパンノトーを装着した車がありま寸。

このような卓に，アンテ寸法台を取付ける場合l:t，必ずアン

テナ主主台のア ス側をボディーへ接地してくださ予い。

② 新しいアンテナ等の未知のインピーダンス負街のアンテナ

調整差をする場合は，次のようにして本機を使用してくだきい。

骨CAR、ゾマミを!:i~寺，i!んíl") に M!'lしきって，主毛イパ H~ 力をしばって

おきます。

申次に送1u状態にし， CARツマミを徐徐lこ時計 fili'Jに姻して，

パワ を上げていきます。 通常のアンチナ系のVSWRil¥llA'は，

ブノレパワ にしなくても測定できます。

骨アンテナ系を完全にぷj絞 (VSWRを1.5以下)した後は， アノレ

ノぐワ -c丈壬f;lすることがてがきます。

ボンネットの内部から引き込む

HF帯のアンテナは、形状も大きく(風圧を受ける面積が大である)重量も大

きいので、取付基台は、しっか円したものを選b~必要があ円ます。パンパー7

ウン卜式の場合、車のパンパーの強度もチェック Lてく売さい。特に、アンテ

ナをつけたままで、高速道路を IOOkmで走行する場合でも、十分耐えられるよ

うに o 弱い織であれば、補強する必要があ円ます。

( ii) 同軸ケーブルの車内への引込み方(図13参照)

パンパ…マウントの場合， トフンクルームのノk抜きの火を干IJ川し

て引き込みます。 トランクノレ ムから r判付へは，後部の応「市を外し

ますと，リIきj主むこと力£でさま f。

/レ…フサイトグ)~~j {? ドアのステソ ;"(/l卜， 2 'I!の上品{I"iJ:千五

fmの窓等を通して， 市内ヘリ|込みます。ただし，この場合， rね水が

liiJ紬ケ← プノレをfょ、フて， 入ってくる士易{~があり土すから， luJ刺|ケ

プノレのづ|込み }jにiJ立しごください。

ローデイングコイル

ルーフサイド取付の場合

ア/テナ

。電源端子台を設けて、中継すると便利です :コ事
θ 

圃薗
f 

バッテリーの

直後に追加した
方が良い

着脱するときは、必ずPOWERスイ yチはOFFとしてください。

図 13 モービル適用
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4.7.5モービル逼用時のノイズ対策について

tHí}J 中山 JC'tーするノイズ ~hí{ IJ. f'f! 々あ 1) 主 9.. に.êd'J~J 会 L c!)ど(

てl'グニノン?ン 1イノレ，子ィス I')ピパ ータ ちの点火系から

ヲt:'1. 心イケ戸 I / i .，/ ノイズ土た l土、 ヂ

イクニノンョンノ

タ」
τ7イノ《

対ii'i 1;よぴl怜'，it白色、で L. こグ)<¥"c，

イだがしヘル ((J1 i，大 2手伝ものとなってつ、ます L

ヂグ7モ

TS 130には， イクニゾ/ヨシノイズ手 jJpえるために NBスイソ

チかんリ主すーっ このスイソ千 l'中山る).')，Ij，)1二司 ノイズの5E'1をできる

λ けjll1えること力f大切て寸，.〆大にそのi、J?-uhiJ、 l二/ハ hてf甘いii.l:fiJ1!tL 

どノメたいと川、いよ "9" 

i)アンテナの取付位置

ノ、ンノ〈エン〆ン川;上り'i1:'I.し主寸ーから、

なるべく工シシンより.ljl思けてくだきし¥(，)ヤ ノ、ンパ

7 ンイグニソションノイスは

用使のタ一フプ入抗

)

抵

テナ i土

」二ンンンにi>t川されている点火プラケを，ーム(17j'()の上 7 なiJ¥:jA

ノイズul:iJ，j(付j黙があけ士寸の

より ;'!J*泊、トイ子イ}j)jjします→と，

人リプラグをi>t)jJL主寸と，

士た， [，;)fJにtiWc人リ fラクコ

Jぅリ主 +υ

(iii)ボンディング

アンテナの調整図 141'1動 'F.的問);X:(flS I~ll (J 司イlè)lj~ でありその結 {(-I 土， I[ (ifiUl( J， {J¥; )，';) il!i (I~ J 

+i.<ffえきれて ν、るよフで守が， r(，'jJ，切 11'<:11'，)I二Li/?いている村~!~カずあリ

リアアクスノレ~~.

(発泡機)かん，とオノレタ不 タ

4.7. 7自動車の電源容量について

ド11liJJ'ドの"丘il虫l土， ノぐソテリ

宇品11止されていますい

ブルグ)制

科目えしに エン../、 ミ ノンヲ/、 ./ラ ， 

およびボンネノトせをヵ、ムリ主 g".. こlLj'ノを， 太し、!日]判1ケ

キlli隙などで4を却し し主すと， イグニソンヨンノイス:tjH 大マ金効果力、あ

ります。 二fしをボンテインク':IITぴ t9.. ノ¥Jぴ)角wキ民小Lなどは，

グ)上〕な士、J耳主力、きれて"主すり

主寸

を!きせるa1jI土句エンジンをスタ ノぐソ 7"，) 

工ンジンをかけますの

かん大i-ILiJIc.が流れ主

発泡を1;目立fiし

ヱンジン N

合ま h して，{定例して、スタ ター Eータ

(この H年 /J"~立もーパソテリ

(iv)電源の引き込み

中山'，t;:二、玉r~Mcl土，タオノレタィ、中ムしま

J尚子上り Il(-t-i.<'J I手込むの力、Iミしまた白1¥11)i上， "{::ソ j

ノイズが主主ノj、となる /f，をfJEし， j長J也すると会1J架かありま

ノぐノテリ

オノレヂネータ かられ有J'\ .r~1t;fic. i-f共事{tしとり，

(レギょレ" :7ーにより

c!li'<i百Fl丈予告により，
のiLeくで，

へ充従したり調柊しています。ノ、ノ子')

，O"j '!'iぞき Jしています ο)
4.7.6アンテナのマッチングと調整

ノ〈ー1}のアクセ叶 1) を多く{安川する:t>>j

しない土うにtυi守 J泊凸、する

こ才れLを光屯ン不fドミh足i状態といいます力が、¥' こグの)状1態虫で i長又く

{使変1吋問f打1しますす-とじ' ノ〈ゾ子リ一←)が過M股E首屯iし圭すο L t:がってうイト ViょIJ

ノ、のす日~'iu. 駄をオ

トランン

タ

した力ずって，

{I'"(土‘ オノレタネ

Y裂があリま 9".. 

ヒノレ)1)ア/テナ (J'rl~ 礼 (J~Jに泌ィ皮kイ七位IIIしますかい1)λ は7MBz

，)プ~ )レ4虻l二工レメン iをそきいて令1<を川村lしておリ主寸 υ

この t'í-なアンテナ lよキ(j 'rl~点イ/ビーダ/えが{氏ぃI勃{}が多く， 50.0.

ブノレて TS 130土-ti.<料"Lますと SW R 11{' /J'r~:í くなり，

モ

刊て li，VJ10mもの k きとなりますので1所在ゴイルを挿入したり，

スタ タ モーターを倒すことができなくなることII灯♂で阜でも，

カずあリますυ

系の[，;)栴IJケ

i剖，;1えび'1:11;"去、h咋'c!l{l¥;卜をきたし主すので， SWRil{'ーが 2).).1では

AT-130専のアン子十千ェー十

c!11恥マ自動車のパソテリこの上うなことを防止するためにも，

のfJt)j)をおすすめ L、たし主す。

I1 I;(i i:i:，色、して運ltJしてくだきい。l二/)，、て，
ビノレ別アンテナは一般的に術城悩が狭いので k:Cも使llJまたモ

州!立の多し、 J，';')波数を SWRの最小1lf(に調毒事して逆川くだきい。

lVグ)従湖、をフノレに使ってし、る状態，伊iJえばライト， ヒータ一司

、-15の↑>t1tJを

きけてくだき"，

② エンジンを I1めた状態で， 1"-: H判~lx-:S 1 L tを行わないでくだきいれ

③従流，11'，従Jto，ltを11¥1.')付けて、ノ〈ソ子リ の子Ulf:状態，電rrを

~~~1 干見するのも 1~主 L 、でしょう。

iランンそのftl!.を1>tFIJLている 11与l人ワイノ

① 
代表例O整合回路例

当社製AT-130

IN PUT:ど;;:ニUTPUT 

rでき 土-0
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間GK抵拭入 t)プラグ車種別適応表
( .)1付排H¥カスrMflilii!色合年度(順イ;['ij) 

メカ l十 N. ?" 通/，I'，:プ?ケ メカー 干中 ?" l抱J，I'，:プラグ メカ わ 治/，[.;ブヲク

I1 持 スカイライ /2000，1800 γ ツダ ノレ ーチ r1800AP (51) | ヲデ 17ナ・竺，)力・フウ 1) 一)

1600 ( 53 . 51 ) Jウベ71800，1600AP( 51.50) 
BPH5ES 

2000 (I8H GEU) (53) 
BPR5EA L 11 

ブノレーノ心 ドU2000， 1800 ケラ/ドアァミリ7I600AP コロナ・七 1)プj ・カリ 十

1600 (53.51) BPR 5 ES 1l (50) (51) (ー 52.4) 
BPR5ES 

カロ ラ・スプ 1)/タ BPH6EKA 

ノ、イオレノトオースタ ソγ 三リアプレス 1.1300AP 1600 (I2T U) (53) 

1600， 1400 (53.5]) (51) 1) u う スプリ/タ

サニ '1400，1200(53. 5]) ホンタ 7コドCVCC1600(51) スタレ y ト BPH5EAll 

ローレん2000，1800 (50) (52. 1O~) BH6 EB 1300 (4K.U) (53) 

フソレーノ〈ート U2000， 1800 
BPH5 ES 

ンピノクCVCC1500(53) 1口十・セ 1)力2000

1600 (50) てコ ドCVCC1600(51) (l9H) (51.50) 

サニー1400，1200 (50) ( 52. 10) 
BH5 EB 

_7 U ア ヒリカ2000(l9H)
日PH5EA

与を ギセランL2000 A T 'j1.1600 
BPH5 EA L 

ンピノクCVCCI500.1200 ( 51・50)

(除GS) (51) (51. 501 グイノ、ッ ンヤ n?/1300 ( 53) BPH5EA11 

ギヘラン2000(除GS日) EiI t軍[ レ才一本1600、ゾイ/寺ャプ
BPH6 ES 

L、す ンエミニ 1800 (-52，4) 
BPH6ES 

(51. 50) ( 53) " 1600 (51. 50) 
ランサ 1600GSL 

BPH5 ES 
レオーネ1600ンンク/レキャ y 117;7 .，べXCJ，XC，XTL

1400， 1200(51)(-51‘10) (53) 
BPH 5 ES 

XT ( 51) (52. 11 ~ ) BPH5ES 

ギャランL2000GSH (51) BPH6 ES トヨタ
カロ 7・スゾリンタ

ジムミニ1600 ( 53) 

クンサー1600，1400， 1200 
BPH6 ES…11 スタ レソト 1300 BPH5EAL.jj 

(53) 
(4K U) (53) 

7 ツグ コスモAPロータリ (50 BH6 EM 

ii) f9/jとして NGKを記紋しました。

4.8固定局の運用

4.8. !電源の接続について

TS' !30Vは， i25fLt礼子島主人ゐOC13.8Vで 4AJ1]'.(/)'>ttiJ.虫干子続が必空ijで

9'" [，;'1 Ah.J Jtl (/)屯H!i(として，テザイン，性能的に γ ソチした， PS-20 

の11.'1Hをおすすめします。

AしますυSWRiJIJ:の紋f!.111(1土‘、l'で jめて，なるべくこの11fl.にj止，) 

けゐ必要がありますの i凶'i，i'SWR11白は“1.5" J1卜にしてご使川くた

TS-130Sは，送1，i u与故大 OC13.8Vで20A以上の屯源千五鼠が必要

です。 l柑/iUn]JIj'i{ti放として， )jIJデいの PS-30 を11.'lilしでください。

4‘8.2固定用アンテナについて

BF什?の[，1;])1~ Jr;j lfIアンテナは，アマ千!アハンド IIJとしでぷtuiき

れたアンテナグ)1吏)fjをおす寸めします。干長矧としては，ワイヤ ア

/テナ J 、 千カ jレー口 タリ ビ ムアンテ寸てき数多く，Iif1b. きれて

おりまれご自分の使!IJする口{ドJ，環境条件，予算全専を巧婚して，段

通グ〕アンテナをiさんでくだき L¥) また， BFJfJアンテナは， !f~;1大も

かなり大きし台風時ちの風I.n士、p夜J土，え慢にきれておくことが必

要です。

本機内アンテナ人11:))インピーダンス IJ， 500となっております

のでアン子十へ擬帝んする J"IMIケ アノしは， 500系の502V，8D'2V， 

RG 8/lF平をごH!If1くだき，>c 

また，アンテナ eJiiJ ~'III ケ ブノしはすッチング(インピ ダンスを

介わせること)きせて使mしてくだきい。 J"J軸ヤ プノしの特'1''1，イン
ビ ダンスとアンテ十のインピーダンスが介わなし、:1た態では， ["1栴111

ケーブ jレ1.にAイ!:波がオじ. '，1{ j) J!l'Jょ L1<;11 !JII L， J"I軸ケープノしかわ

め不安'1'品川が起こることがあり， TVI， BCI円以l刈ともなり止す。

この γ ソチンクロ)!皇_{t-'土， SWR/ 5' を11.'nJして， SWR1111.】を illil

i<ν¥} 

注) SWRとは 11:倣にはV.S.W.R.(Voltage Standillg Wave Ratio) 

といい，屯rt:Aイ1:11主比と L川、ま仁

またンテ十系ととトラツン ノくーのイ/ ダ L ス・ブ..)ン

グlよ勺村山アンテナチェーーナ AT岨 130(7)11.'111をおすすダ)'.. J '9 

14MBz， 21MBz， 28MBzノ、ンドでは，凶 15 のようなロータリー一

一ムアンテナを)jJ'、ます→(:. DX 通信時に1成 }Jそ禿.fiI[しまぜ

図 15 ロータリービームアンテナの例
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4.9 カウンター基準周波数的報正

アン子十を接続し. BANDスイ、ソチを 10MHzへ切替えて主ダイヤ

ノLを“0"付近に合わせJJYの10MHz標準電波を受信します匂この時

に低い!品波数のビート，cr(t~ iji'， ¥'IL i皮と BFO(7)ビ}ト)が得られる所

に[ri]，調きせます。

次に CALツマミを押 4とJJY(7)ビー…ト ffにす…ヌウ j;J号が長;なリ

ダブノLビ ト (ぱ，<jjf¥2 ")のヒ… ti)カィ聞こえます。

ここで，セソ卜横の2正j争!羽波数校11孔から， カウンターユニソト

のトリマーを調望書し，肉イ氏 2つのビ トム=が正維に 放して一つの

ビ トftーになるようにします。

これでディジタルディスフ。レ に上る 'i;l波数重量ぷはiト体に校1Eき

れたことになります。校 dーがすんだら CALツマミをもとにもどしま

す。 j也f或によっては. JJY {;，]号の強1Stが異なリますのでマ カーもi

号と [ri]干足度になるよ 7アンテナ測でJ銅粧してくだ止さ L、。

ト )7ー./'

伸一一正孔|
/ 'J--¥¥/ 

4.10 メインダイヤル 1kHz目盛の校正

メインダイヤノし周辺のツ 7 ミつばには. 1kHz間隔. 1回転25kHz

の悶磁が刻まれていますが，この日磁を校 lEする場合にはMICツマ

ミを CALON (反時計方向閲し切り)としてゼロピ 卜が得られる

点、に5kHz毎の同感(長線)のいずれかを合わせます(図15参照)。

図 15 目盛校正方法

18 

4.11 運用に当つてのごi主意

苦慮i皮を発射する前tニ J A 1 A 

ハムバンドの近くには，多くの業務付J無線MのI.'，l波数があり運JfJ

きれています。これらm無線Mの-tzj圧肢も再wで電波を発射するとアマ

チェア同が電波法令を満足していても，不il¥lJの屯波障fみが発'1'♂する

ことがあり，移動運用の際lこはじゆっ.;:Aしごii念、くださ予い。

とくにつぎの場所での巡片JI土原則として行なわず必裂の場介は:n
理名の承認を得るようにしましょう。

l\':問航決機内'/~港敷地内，新幹線時I 桝 I付，業務片1 無線財投ぴ '1'

継 h;j周辺等。

参考無線r"J;:OJ;;則規則 第 9!io アマチュア JiiJ{l)運m
(発射の制限等)

第258条

アマチュア局は白川の発射寸る'電波が他の無線);，JのJ翌月JX

は放送の受信に支障を与え，若しくは与えるおそれがあると

きは，すみやかに当該周波数による電波の発射を中1!-しなけ

tll土'ならな L、O

~:J.ド略

ι1~4.10によ ')TS-130の運用お r去を説明 L 、たしましたが，週間

にあたり次のことにご fW 必きれ，快適な;:oJ;;Jjjをお~しみくだき L 、。

松近アマチ λ ア hd め j亙)jJ，時 l二郎会地ぴ)人 .t~ 'Ii'，'築地借 1すでの;m川

力、， j!与と Lでテ L ビ， ラジオやス 7 レォ γf1: ):.jする';Ui攻ド涼'，1;を'1! 

fj会的問題となる場{;--が見受けられ正十。もちろんγ?チュア九j↑HlJ

1 :全ての資H:がある言!{ではなく， !官民岩佐メ ウ といたしましてもえ

ブリアス専の不安It!U~射の発射を b主力 i\'k らし， 'ftの良」、電波の発射が

できるよう念入りに調撚，検貨をれってtl¥何しております。もし運

用中. J二~{己の篭 I皮肉é5f~ をやじた場介には司 次の思ドJ~i にごi.ì二泊、争原ift っ

て士、j処きれ，正しく楽 l~ 1.，、連丹lをきれるようお闘いいたしま仁

アマチュアh，j1;;， t'I Ji，]の発身Jする主主ィ皮がテレビ， ラジオペJス予レ

オiをの交じベJ再生lニF窓みをりえたり，ドな'与を受けている行の泌総そ
'受けた場介には，電波法令(混同地l11J258条)に従って iれらに屯iJ!i.

の発射を'.j'止し隙f汗の払ι!芝，有無を機lltしてくだき y"

l率先がl当j，;]の電波によるものであると雌r12，された場介には，次の

ような方法で丞f百WJI(7) l)jl， I刻か受イパ1HI1 G7 J!臥l:i~かの凡極めをつけてく

だき v、。テレビ受信機， ステレオーやラジオ受伝機にアマチ ι アんjの

従 j皮が混入する原l羽としては次のものに大別できます。

①送信機からのスブリアス(特に向調波)ちーによるもの。

②送約機からの法本波によるもの。

①の場合には，テレビ受像機ペ'FMチ J一一十 三干では特定のチャ

ンネノL や問波数でì1~討をおこしま f からi!{f，ì'j一るチャンネルや li~l

波数が送信周波数と向調波関係にあるかどうかを千エゾクしま仁

このような場合には、子レビ'受像機ゃFMチーL ー十一m1lで対策する
ことが附難ですので，ア 7 チュアんJ(7)発射電波の向調波を TQに減ら

すようにしなければなりません。 (i泣い側での対策)

②の場介には，テレビ'交像機の全チャンネ Yしゃ向調J皮関係にない

チャンネn等に I凶討を起こしますロこの場合には子レビ受像機ペ'F

Mチ J ー十 等で県本J皮を除去する士、11殺をしないか~:り，ア γ千ュ



アha1WIで防止することは非常に難かしくなります。(受い1WIでの対策)

以卜却の他，例えは~受 1，~アンテナの接触不良で出変調を寸三じたり(.受

信側の!京I;l;])， T スが不完全:であったり(送信側の朕[よ1)， ステレ

オアンプ苓の場fh スピーカ コ トが長すc'て電波が混入したり

するケ スもあり ，Jill人|も干'ff々 ありますが三f，l1WI(7) JJ;( r刈か受信1f!11

のIJIU刈かを比版めることが前安となりますn

Ifr{ ¥f;jの比側めをつけた状態で犬、J策そとる訳ですが， 11主閃が;'sイ，11WI

にあると J守えられる場合， IÚ;(J~ 波除i、のためしPF (it¥;:lJ点ブイノレタ)

{列えはトリオLF30A'¥"LPFをニ{変則いただiJtLi;flミいと沼、います。

また電源ラインへのrf7I誌周波のリ ウ ジはできるだけおきえてお

リますカヘ よりタh* を明 4 ため，送 i;'~ 枠監の:J'Íl' r也~~Jヒ全にすることも

手1効です。

以上の外，送信機が明らかな異状動作ゆいば発娠さ芋) をしてい

る場合，寄生仮動や向調波スアリアスの事M身、「がI明え，送信機からの

障寄も I杓えますので， このよ〉な場合には，お闘い卜一けいただきま

した販売山または般'点りのお社通信機サービス窓 LIに、修J'!し .v司 ~it

を lt1しつけられますようお願いいたします。

日本における VHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範閥 映像周波数 132声周波数

1 ch 号。~ 96MHz 宮L25MHz 95.75MBz 

2ch 96-102 " 97.25 " 101.75 " 

3ch 102-108 " 103.25 " 107.75 If 

4ch 170 ~~ 176 If 171.25 " 175.75 " 
…一一

5ch 176--182 If 177 .25 " 181.75 " 

6ch 182~~188 If 183.25 " 187.75 " 

7ch 188-194 " 189.25 " 193.75 " 

8ch 192-198 " 193.25 " 197.75 " 

9ch 198-204 " 199.25 If 203.75 " 

10ch 204-210 If 205.25 If 209.75 " 

llch 2 1O-~ 216 If 211.25 11 215.75 If 

12ch 216-222 " 217也25 If 221.75 If 
」一一 一一--'-一一

'党1dlWIでの!胤l入lによる障害は， そのN策はtrlに十土fil'irドJなfl-UJA且に li

まら F司近!iJí での交際 l-_ も 1111 々雛かしい場合が見受けられます。 il~

f言障害の際["1が県本波による場合，受1，ヲアンテナをはずして障害の

m~ くなる j勢f? には，ぞ;t 1: l1f!1l アン子ナ端 (i二日PF (j¥'1jJ快ブイノレター)

'" rr¥l.イ寸ける手ーによっても Wuできる士2yfTもあります。

JARL (fl本ア J チ ア無キ#tJJ聖盟 とやiよ， j"'" -........チ二L アんj↑WIの([1し

tHにより，その大ナ策と llii寄 IS)jJiの相談を I'ff:けておりますので， JARL

のl泊先指導委主iまたはJARL宇争務局にけlしけい〉れると良い結果:が件

られるものと思います。 また， JARLでLは4止iアてマV 子ユア万局迫の

土ι対、'1策の f'リ引|として 'TVIの刈策ノ を1r半、j( 1部5OPJ=r=60f1J)

で内1~イfl しておりま寸から， JARL 'iq芳lidi二q， ;2とまれると良し〉 E15、

います O

， 'ずれにしても，電波隙.，与というトラブんを無くし，

をいたしましょう。

三申こしい;.r;m

日本ア?チュア無線述盟(JARL)

東涼都敷島区巣t鴨 1ー 14← 2

復話番号 (03)947-8221代

干170

日本における UHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範閉 チャンネル 開法数範閲

13ch 470-476MHz 38ch 620 -626MHz 

14ch 476~.-482 " 39ch 626~-632 " 

15ch 482-488 " 40ch 632~-638 " 

16ch 488-4宮4 41 ch 638-644 " 

17 ch 4宮4-500 " 42ch 644--650 " 

18ch 500-506 " 43ch 650-656 " 

19 ch 506-512 " 44ch 656--662 " 

20ch 512~-518 " 45ch 662-668 " 

21ch 518~-524 " 46ch 668~-674 " 

22ch 524-530 If 47ch 674-680 If 

23ch 530-536 ff 48ch 680-昔86 If 

24ch 536-542 !I 49ch 686-.-692 ff 

25ch 542-548 1/ 50ch 692-6宮8 1/ 

26ch 548-554 " 51 ch 698-704 " 

27ch 554-560 " 52ch 704-710 " 

28ch 560-566 If 53ch 710-716 " 

2号ch 566-572 " 54ch 716-722 If 

30ch 572-578 If 55 ch 722-728 If 

31 ch 578-584 " 56ch 728-734 " 

32ch 584-590 If 57 ch 734-740 " 

33ch 590-596 " 58ch 740-746 If 

34ch 596-602 If 59ch 746-752 If 

35ch 602-608 " 60ch 752-758 " 

36ch 608-614 " 61ch 758-764 " 

37ch 614-620 " 62ch 764-770 If 
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5. 周辺機器およびオブショナyレパーツ
5.1 周辺機器およびオプショナルパーツ

TS-130をより;fi安71，tk: i直にT垣間していた行くために，

ill機掠およびオプショ寸ノレパ…、ソが)jjl~: きれています。

国固定局用 DC安定化電源 PS-20 

つぎの問

TS 130V(二♂ノチした Ir(i/!t安定fじ屯淑で寸。 tHjJ端 (u)ショ

トおよびj品大'~iJÍL からセ、ソトを'、'1'る 1*~i'是 1"1 路を|付 r~託しております。

園固定局用 DC安定化電源 PS司 30

TS--130Sにマッチした l良流安定化電源です。 TS--130Sと去Jlfi'

わせて使用することにより，快適な|河定局運用が楽しめます。

TS-130Vにもf定mできまず。

圃 DEGITALFREQUENCY CONTROLLER DFC-230 

モービノレ運用を渠視した小21デジタノレフレケンシ←コントロ

ラーで20HzステップのデジタノレVFOと4chのメモリ 回路が内j哉

きれています。イ寸属のUP-DOWNスイ、ソチイサマイクによっても周

波数コントローノレができます。 また， TS-130との“たすぎがけ"

運用ができます。

園 REMOTEVFO VFO-120 

性能，デザインを TS-130に?ツヂさせた肉安定ソリッドステ

卜VFOです。 VFO--120をft用することにより， TS -130本 f本

といわゆる"だすきがけ"運用ができ TS-130 2 -{;分の働き

をいたします。

圃アンテナチューナー AT-130 

AT-130はHF幣のコンパクト・アンテナチュ ナ であり， 関]

定用としてはもちろんのこと，モービノレ運用，

も適するよう設計きれております。

1'8-20 

AT・130

20 

フィ ルド運用に

PS・30

SP-120 

圃スピーカー SP-120 

TS-120， TS-1301fJ として凶t~H きれたスビーカ ヤです。

デザイン，てf質共に充分TS 130にマソチしています。

園通信機用マイクロホン MC-50 

通信機片lとして特に設計きれた句単 指向性ダイナミソクマイ

ク口小ンで， 雑tfの多い場所とかVOXてず)巡川l時にIix:官iの'l;t能を

'ic持[しま十。 口ノク機楠のついたPTTスイソチーを!大11訟し， II¥)Jイ
ンビーダンスは50k.oと 600.0の 2iと唾重良に¥;J.リf干nf古g，(す。

園通信機用マイクロホン MC-30S， MC-35S 

通信機別として誌主計きれた特にモービノし運用 l二段通u)マイク口

ホンでいす。 インビ ダンス500.o(MC-30S)，インビ ダンス50k.o

(MC-35S)のダイナミノクマイクロホンで， PTTスイッチ十「です。

園通信機用高級ヘッドホン HS-5 

本格的通信機用高級ヘッドホンとして， J型!..tUドjなtr'l'l ii止，11-， 

形状設計がなきれております。 長時IHJの使用に際して， lCやiI!UliJl

古1\ への 11:迫感、が少なし聴[~長 L もより自然な，オ つコンエアタイ

ブをI和Hしています。また， f安時l条件により，付属のIt::i(j'I'，'!ィャ

ノマソド l二， ワンタヴチで交換できます日

園通信機用ヘッドホン HS-4 

;rnf言機WrtJとして長時間のi主続使月Jにも4疲れぬよフに，パァト

-ホノレダーの形状，材質， if，ほについて，機能的に 1没員十坦れたiC5

了解!支ダイナミック引へ y ドホ/で j一。インビ ダンスは 8.0

て“す。

DFC圃230 VFO・120

MC-50 MC・30S，MC-35S 



フィルターの取付け方

lj'rHltl土ニたのiII員if:iごf，:t〆〕てiLむしてわってくだきいμ

① プラスドライパ で寸てットの LブタおよびJA似合lly.りはずしま

ーカー ヵ、1[:川、jl十てと十)')主 Jーのて、

5.2 HC-IO 

テュアノL 表 d、のテインタノ~ .ワーーノし v・クロソケですれ
[1本H干lJ:l， ~r I J 1Iの他， GMT はじめ111:界の 7大都市と1[;口、の 2

軒ll，¥lグ)11、Jn¥J力、メモ 'J てき fJ/'タソ+ぞみ d~ ろせること;が)どーき

圃 J、ムクロック

こじノJILyケ →ス Iブタ.I土ス 1ニ

ニオしを Jk:いてく

(7)リえピカ

総1;1.2 Pのコネクタ で峻がしきれていますので，

リ ドねtを切らなし、よ)Iてこ ii:，(jく l:.きし、。主 4" 

じ吻

唱。

戸、.c予し、つ

MA-3/E-20， E-80 

苛的な使用環;慌で尚1;;車t¥， ，l:j'I'1能を発f草するモ ピノLアンテナで

YK-88C， YK-88CN 

激しいQRMに士、jし J 効果(1リな，..)1常におt

圃 HF都モービルアンテナ

す。

圏 CWクリスタルフィルター

CW合連JlJ寸る幼子に

@国

YK88Cなi注射(JJt

一-6dBで500Hz， 60dBで1，5kHzとなっており， YK88CN Iよ 6dB 

で270Hz， 60dBで1.1kHzとなっています。 TS-130に筒井1にll'r

し.iï'1-tI~)n'を七千ったクリスタルアイノレターです。

YK-88SN 

ごlFンブト機能と中ll{;-わせて使

j'jl) .J:尺!主 J土… 6dB

ィ、jけることカずできます。

圃 SSBナローフィルター

f央イg;J~主 1 ，] '1"1 0) S S Bツイノしタ

JIJ寸ると沿い|徐l、に大きな効果を)i:.Fドしますー仁
品

ケースの外し方図16

引ットノr:1-.1古lにあるlFコーニットI.tflx.のオフ。ションブイノl-:9 --nJ ② 

60dBで3，3kHz(なっていますの1. 8kHz， 

を取り十nr様'たにノ、ンタ付けしてくださ予い。スベースにブィルタ

YK  88C， 又は YK88CN を lr~十]げた土星ï{}-( 土 lF ..7.. 

コネクター， ~I刈のように P{:: 作，とてく丈~. !'3 ~九l

ハンダ付けは小'作品上のハンタコテでで尽るだけj"i.l1u'IJ:1に終るよ

ノト I人J(7)ジ汽

ンメぐ

ト線を又11♂コーニットを取りはず寸 H与にリ

1;1)りなし、ようにこ n二J首、〈アニ尽し、。

うにこ会t;(.if:ください。

h
u
u
u
u
 

門
川
川
川

U

。〔
l
u
門
U
U
h
l川
リ

HC-10 

f主将える

(JE::L) 

?主Pv;
L-←一三二J

|仁三8BS-]Q口
@ E三三ゴにノ @ 

フィルターの取付け方

O 

。
口
一
町

O 

O 
e 

1.7 タ在 lr~HIJ
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にfをがしし Jえ抑止，l、合コネクタ1 スピカ

て〉己JJ比で 9'"

③ 
HS伺4HS・5



このよう右:寵状は散障ではありません口

二のような症状の場合は故障てはありませんのて， もう一度説明書をよくお読みください。

症 状 原 因 処 置

'Il ，~û恥スイ/川J へれパJ フ I CD '，¥i，I，;げの{li，品川、ノiヤ I (む ιi時lj トル七十"持品i十ふ
/ブカ /1、士 I せす (rLI f\~J.-~'" AC'I u:. iJ~~ のスイノヂ b へ J ごいな ν 九 AC'.li;I申めスイノチ kへれる

(2) 屯 iI!;~ ]子、クタ グ)i(jセノメイ:"'l 十 (2'1 耳j主んを'I¥にするの

。〉 ヒ/;が切れ J いる (3) ヒ J スふさえ:検ずる， (flHI切れる P

きは通信機'占託業所，サ ビス窓口へ)

ア/-r-iをつな L、ても j"り |γ イクグ)I'TTスイ/チか，'6:1" IIIIJ' . ~':: I ルペ》か PTTスイノーチベ l:j" II!IIに十るι

ん 1:1"-cきな どセノ 1.)}'j~ f， ;;1 人 t~民止とノごいる。

アパ川 J<".. とj，i，; ¥: 1 RF GAJN 川ミ，って川五両F十両 GAIN ノソこわL~IdわjllJI，、べIい l二
}) "'1: L ，て 5ず日メ タ 力、 |利{~子が F げてある。(J又時員十万j{IJのイ立:筑に 11"1十

品、 ')υ」オしごいる勺 |なっている)

{けりかない地介ても 5メ |① .liil¥i'.lUIか{氏い I①電源包!王を 13.8Vに介わせる(12

ターカ 1，"れとある{江慣にと |③ RF GAINソγ 二に k') -c I;'，')J，'，] I庄1"11 ー16V)

主 Jている。 I 路の利{浮か|、けであるい AC電源 'tL:!tをlOOVtlOVに介ゎ吋

る。 (PS~20. PS~301>J: 1 f1時)

(;!) HF GAIN-! ".~とを H ト μ 1- }j [，qぃ-)Lt." 

へ4
 
l
 

l

、
SSBを<2:j"しと以介内になり|サイ!ノ、/ト均、jlJ:-)いる〈 MODEスイソチをREVに変えてみる

，-、
'，). .-C) 

RITソγ こを動b しでも んJiJJ.iI附スイノチヵ OFFと企 J て L る

数力、動かない。

RIT スイノチ ~ON に寸るし

II'.!)カ'，'H;;:"'-1，¥} 1、タンハイスイノチカリιj"l" いな ICAR、止は MJCゾマ二そ ll.J¥1 I ) I jtlj [lIj ~ 

'. CAR止はMICノ:.})、 1'1 ある}

SSBグ))品(;"，'H)Jtrn¥ <..いィ ICD MIC〆守ノクグ)，fji:-.ふ f、!L'I;. t !，~ :ょ IW 足以んル〉し十にする l ソイク!在*"，¥:を

ーノイフー/ヲアグI}t:ゎ'c1、u 見川 '1に d1，

@ MICソγ こカ、っとれと、 (三 MICノ♂こん II_tHiん1('1¥lμ[j 

VOX力、1争力かぐよい。 ① VOX GAJN ゾγ 二かし は J てあるο|① セノト LIRIClVOXGAIN ソソこを川

(2) VOXスイノヂか MANのい lt(ドム心 ld-h IllJヘ1"1し‘剖宅1;<'-4心。

治、打のので VOXカζ1的、、て

C2) VOXスイ p チーを VOX&，.j，i前 1) ~， 

ヤノ卜 1.1制約ANTIVOX ソソミ ~'u.trd' h 

r(1)へI叫しぶjがする。

ト
VOX動竹内jL;fh スピーヵ I ANTI VOXノ f め訓!r-不足。

しまっ r

SSBi草川jにて送j"と党i.バテ |① 民lTスイノチ川lNIこ生って、、品。 Iくi) RITスイ/チ奇OFFI:jる

ンタ Jし五三IJ~ 7)従わる。

CW;重IlJて川{，j'と'']J:1.io)周波 ICむ iAf，{とてえ:Iiiで800Hzす"し， ， 、主，10) CW時受L ト ンを800Hzにするよ

数が変わる。 ぅVFO周波数をずら!て L る為で不良

ではありません。
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6.. 申請書の書君事方
iTS世 130Vタイプで申請する方法 TS-130Vタイプで申請する場合の基本的な記入例を下図仁示します。

TS-130Vタイプは， JARL登録機種ですから，送信機系統図の欄に登録番号 T49 を記載することにより，送信機系統図を省

略することができます。

無線局事項曹 工事設計書 送信機系統図

f!;，太!¥I.tHL 太枠内Iiゆ/1，1守カもず記入すること，細見，1¥しの欄Ii記入しないこ L

彊山りカC主

氏名

~ m常i置場所と怯iiITf.J'[';:j の場介は記入しな<1: 1.: J:¥' 唖
証附

宮

221宇品川 都 1 ;~ {"機 相 2 ;さ 1 峨j
発射可能

iti.及のり式 :Al: AJ， 電りをの小式

な電波の

型式・周
3.5MHz ，;;~ 3.8MHz ';;'1 

波数σ〉範 7 MH，引:14 MHz -:i'i 
圏 21 MHz ，~;~ 28 MH l 惜

変個 σ〉
ド神T 培、 l淵

方偏式

2SC2509X2 

電圧入力 ¥3ιV  30W 

送稀信の型空式中 / 
除哨工事総計 ιl庄a.、;;f， 3{;t(二地1じする最n

年\1 出 j" 機的系統l斗または((jJ き tl t. 爵りもしくは j~ f"機 ~'J?" 
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f49 

の

置

閏

鴻

常

範

隣

町

所

一

動

無
設
場
一
移

電波の型

線電力

電話級アマチュア無線技士資格の方は.必ずで囲んだ部分を全て削除してください。

電信級アマチュア無線技士資格の方は，必ず:14MHz帯:の部分を削除してください。

|TS-130Sタイプで申摘する方法| 第 2級アマチュア無線技士以上の資格をもち， TS-130Sタイプで申請される場合は， JARL保

証認定を受けられませんので，直接各地方電波監理局へ申請してください。

名称個数 I 2SC2290X 2 

移動用とした場合の工事設計者の「終段管」欄は下回のように

記入します。

工事設計曹の「終段管」欄は下図のように記入します O

電圧入力
13.8V 160W 名称個数

電圧入力

2SC229日X2

世 L、28MHz帯は100W

13.8V IOOW 

また， この場合は下図の送f言機系統図の記入が必要です O

なお， 28MHz帯のパワーダウンは BANDスイッチと連動により，ドライブ電力を制限しています。

送信機系統図
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内部部品配置凶

カウンターユニット
(X54-1560-00)、

T5咽 13窃V

M--GENユニソ卜
(X49叩 1110-01) 

V~-O ASSYユニット RFユニット ファイナルユニ y卜

(X60-1160-00) (X44-1380←00) (X56-1300-00) 

スイッチ(A)ユニット
(X41-131日向日日)

スイッチ(8)ユニ y卜
(X41-1320-00) 

T5四 1305

カウンターユニ y卜

(X 54-1560-00) 

AF-GENユニッ卜
(X49-1110-01) 

キャリアユニット

(X50-1500-00) 

プロセッサユニット
(X54-1550-00) 

フィルタユニット

(X51-1240-00) 

リレーユニット

(X41-1300-00) 

VFO ASSYユニット
(X60-1160-00) 

R~- ユニット ファイナルユ二 y 卜

スイッチ(A)ユニ y卜
(X41-1310-00) 

スイッチ(8)ユニット
(X41-1320-00) 

(X44-1380-00) (X56-1350-0Q) 
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TS-130V総合毘路園 園田路は技術開発にともない変更になる場合があリます。
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TS-130定格 -定格は.技術開発にともない変更になる場合があります。

〈一般仕様〉

s タ イ プ V タ イ プ

送 Z占見:>. 信周 波 数 80mノぐンド 3.5-3.575MHz， 3.793-3.802MHz 
40mノ〈ンド 7.0-7.1 MHz 
30mノぐンド 10.0-10.25MHz(受信のみ)
20mノマンド 14.0-14.35MHz 
17mノ〈ンド 18.0-18.5 MHz(受信のみ)
15mノぐンド 21.0-21.45MHz 
12mノ〈ンド 24.5-25.0 MHz(受信のみ)
10mノぐンドA 28.0-28.5 MHz 
10mノぐンドB 28.5-29.0 MHz 
10mノマンドC 29.0-29.5 MHz 
10mノぐンドD 29.5-29.7 MHz 

電 波 型 式 CW(A!l ， SSB(A3j) 

電 源 電 圧 12-16VDC (基準電圧 13.8V)

消 費 電 カ 送信時最大 19A(SWR 1.5以下) 送信時最大 4A(SWR 1.5以1、)

(OCI3.8Vにて) 受信時 0.7A 受信時 0.7A

使用トランジスタおよび 1 C 20 1 C 20 

タ. イ オ 一 ド FET 18 FET 18 

トランジスタ 91 トランジスタ 84 

ダイオード 190 ダイオード 180 

表示管 1 表示管 1 

寸 3去 幅241(241)x高き94(108) 制241(241) x向き94(108)

( )内は突起物を含む ×奥行293(358)mm ×奥行235(28I)mm

重 量 来句 5.6kg キ甘 4.9kg 

〈送信部〉

定格終段入力

終 段 定 格 3.5-21MHzF~ ンド 160W 定格送信出力 10W 
28MHzノ〈ンド 100W 

アンテナインピーダンス 50.n 

搬 送 波抑圧 1:1: 40dB以上

俣IJ 手持 波抑 圧 1:1: 50dB以上

マイクインピーダンス 500.n -50k.n 

送信周波数特性 400-2，600Hz (-6 dB) 

送信不要輔射強度 40dB以下

〈受信部〉

Z占見:>. f言 感 度 0.25μV SIN 10dB以上

イ メ ~ 1:1: 50dB以上

F 妨 害 1:1: 70dB以上

周 波 数 安 定度 スイッチ ON1分後より60分まで::!:1 kHz以下

その後30分当り 100Hz以内

選 択 度 SSB， CW  2.4kHz (-6dB) 

4.2kHz (-60dB) 

m: 周 波 出 カ 1.5W以上 00%ひずみ時)

受信機負荷インピーダンス スピーカー，ヘッドホン共 4 -16.n 
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③T R.IO  
ートリオ株式会社
本 社東京都渋齢区渋谷 2の17の5 シオノギ渋谷ピル 守 150

;f.;闘いよげ後のサービスのご端畿は，通信機サービス窓口，または購入産省tご料用ください。

その他高品に関するお閉会わせは，お客様槙議室をご斡湾ください。 篭話 (03)(477)5515

。15104PRINτ正oIN JAPAN 850“2749-00 (GlQ) 


	ＴＳ-130V取扱説明書.pdf
	ＴＳ-130Ｓ取扱説明書2pdf.pdf
	TS-130S取扱説明書.pdf
	page-0001.pdf
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011
	page-0012
	page-0013
	page-0014

	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011
	page-0012
	page-0013

	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0005

	img-925152752-0001



